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自殺の状況 

（１）国の自殺の状況 

自殺者数の年次推移  
○平成 28 年の自殺者数は 21,897 人となり、対前年比 2,128 人（約 8.9％）減。平成 10 年以来、14 年連続して３万

人を超える状況が続いていたが、22 年ぶりに 2万 2,000 人を下回った。  

○男女別にみると、男性は７年連続、女性は５年連続で減少した。また、男性の自殺者は、女性の約 2.2 倍となっ

ている。   （単位：人）  
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資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成  

 
 

年齢階級別自殺死亡率の年次推移  
※自殺死亡率…人口 10 万人当たりの自殺死亡者数 

○60 歳代は９年連続、40 歳代及び 50 歳代は７年連続、20 歳代は５年連続、30 歳代、70 歳代及び 80 歳以上は

３年連続で低下した。 去年微増した 19 歳以下は、今年は低下した。 
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資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「人口推計」及び「国勢調査」より厚生労働省作成  
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自殺の原因・動機別自殺者数の年次推移  
○自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。  

○個々の要因別にみると、経済・生活問題は７年連続、家庭問題、勤務問題、男女問題及びその他は５年連続、

健康問題は３年連続で減少した。  

○平成 28 年は 27 年と比較して、健康問題が最も大きく減少し、1,131 人の減少となった。  
（単位：人）  

  

  

 

注１）平成 19 年に自殺統計原票を改正し、遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を自殺者一人につき３つまで計上することとした。  

注２）グラフ中の値は、上段が自殺者数、下段が対前年差である。  

  資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成  

 

 

平成 27 年及び 28 年における都道府県別の年間自殺死亡率  
○平成 28 年は 27 年と比較して、40 都道府県で低下、７県で上昇となった。  

○自殺死亡率が最も低かったのは神奈川県で 13.3、次いで大阪府で 14.0、鳥取県で 14.2 の順となった。 

 

 
資料：警察庁自殺統計原票データ及び総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」より厚生労働省作成  
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（2）県の自殺の状況

H21～H27　　自殺死亡率平均（総数）

(地域における自殺の基礎資料より　滋賀県作成）

H21～H27　自殺死亡率平均（20～30代）

(地域における自殺の基礎資料より　滋賀県作成）
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H21～H27　自殺死亡率平均（40～50代）

(地域における自殺の基礎資料より　滋賀県作成）

EBSMR（標準化死亡比（ベイズ推定量））

滋賀県内の自殺EBSMR　（男性・2005～2014）

(滋賀県資料より）

滋賀県内の自殺EBSMR　（女性・2005～2014）

(滋賀県資料より）
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人口の年齢構成を標準化した場合の自殺死亡率で、100を全国
平均として表す。
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（３）草津市の自殺の状況
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原因・動機別自殺者数（H24～28）
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（４）草津市の自殺未遂の状況（自殺対策担当把握）
●H27.4～H29.6 　自殺未遂者支援対象者の状況

（人）

H27 H28 H29（～6） 合計

男性 2 9 1 12

女性 9 9 3 21

合計 11 18 4 33

健康問題・家庭問題が影響している人が多かった。1/3は経済的な悩みや仕事に関する悩みを抱えていた。

20歳代が男女とも最大で、40歳未満が全体の6割を占めてい
た。

半数以上はこれまでに公的支援につながっていな
かった。初めての未遂者は全員未支援だった。

全体の6割以上が再企図している。特に女性では全員未遂ま
たは自傷歴があった。

2/3は学生を含む無職者で、男性の約半数は仕事を
していた。
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